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	【問題1】
	問1 状態Aから状態Bに気体が膨張する際の仕事,W-AB.を𝑅，,𝑇-2.，,𝑉-A.および,𝑉-B.で表せ。
	問2 問1の過程において外部から与えられる熱,Q-AB.を𝑅，,𝑇-2.，,𝑉-A.および,𝑉-B.で表せ。
	問3 状態Bから状態Cに気体が膨張する際に外部から与えられる熱,Q-BC.を求めよ。
	ここで，,𝐶-𝑉.は気体の定積モル比熱であり，∆𝑇は温度変化である。
	問4 状態Bから状態Cに気体が膨張する際の仕事,W- BC.を,𝐶-𝑉.，,𝑇-1. および,𝑇-2.で表せ。
	問5 状態Aから状態Bへの体積変化（,𝑉-B.−,𝑉-A .）は，状態Bから状態Cへの体積変化（,𝑉-C.−,𝑉-B .）よりも大きいとする。このとき，,W-AB.と,W- BC.の間の大小関係を答えよ。
	1.00 molの水をピストン付きのシリンダーに入れ，ピストンにかかる圧力を1.00×,10-5. N ,m-−2.とした状態で加熱し373 Kとした。次に，シリンダーをさらに加熱し，水をすべて気化させた。373 K，1.00×,10-5. N ,m-−2.の圧力下において，液体の水の密度は0.955 g ,mL-−1.であり，水蒸気の密度は5.96×,10-−4. g ,mL-−1. であるとする。ただし，気体が膨張する際に外部に対してする仕事を正とする。ピストン付きのシリンダーの熱容量は無視で...
	問6 シリンダー内の水が気化する過程で外部に対してする仕事を有効数字3桁で求めよ。水の分子量を18.0として計算せよ。計算の過程も示せ。
	問7 シリンダー内の水が気化する過程の内部エネルギー変化を有効数字3桁で求めよ。計算の過程も示せ。ただし，水が気化する際の標準蒸発エンタルピーは4.07×,10-4. J ,mol-−1.であるとする。
	問8 熱力学第2法則を説明する表現の1つとしてトムソンの原理（ケルビンの原理）が知られている。括弧内の語句を全て用いてトムソンの原理を説明せよ。
	（熱，仕事，変換）

	【問題2】
	問1 文章中の(ア)と(イ)に最も適切な語句を次の括弧の中から選び答えよ。

	【問題3】
	問1 空欄（ア）に当てはまる元素記号および空欄（イ）～（オ）に当てはまる数字を答えよ。
	問2 電子親和力を説明する次の文章の（カ）～（コ）に当てはまる最も適当な語句を括弧の中から選びそれぞれ答えよ。
	問3 冒頭の文中のCl原子の電子配置と同様の表記を用いて，Ar原子の基底状態の電子配置を答えよ。また，Ar原子がCl原子と比べて極めて低い電子親和力を示す理由を説明せよ。
	問4 N原子がC原子と比べて低い電子親和力を示す理由を，電子配置と関連付けて説明せよ。
	問5 F原子がCl原子と比べて大きい第一イオン化エネルギーを示す理由を，括弧内の語句を全て用いて説明せよ。
	問6 F原子またはI原子が電場中に置かれると，原子内の電荷分布に偏りが生じ，F原子とI原子は分極する。分極の度合いは分極率で表され，原子内の電荷分布の偏りが大きいほど分極率が大きい。同じ電場中に置かれたF原子とI原子はどちらが分極率が大きいか，理由とともに答えよ。


